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鍵掛峠道路（工事中）

1号横断側溝(B300
×H300)

L=6.6
m

　　　　　　　　視線誘導標

            標準型　コンクリート建込用　　N=19本

スノーポール併用型　コンクリート建込用　　N= 6本

(乗入用)
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(乗入用,一体型)

L=8.7
m

(乗入用)

L=6.8m

歩車道境界ブロック(BSC1P)L=24.8m

(乗入用,一体型)L=9.1m

(乗入用,一体型)L=5.5m
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　　　　　　　　視線誘導標
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　 ・多里神社の灯篭に道路側溝が近接するため、影響しないよう留意すること。
　 ・田の暗渠排水(2箇所)については、既設の配管状況を確認し機能復旧を行うこと。
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1.
0

1:1.2 1.000.50

角フリュームB400

張コンクリート

プレキャストL型擁壁

表層：密粒度アスコン　　　　 t=3cm

路盤：クラッシャーラン(C-30) t=10cm

歩道舗装

田

0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

n%
0.300.50

1.00
チェーン着脱場

5.00

田

0.50

0.
4
0

1:
1.
0 1:1.0

角フリュームB400

4号小型重力式擁壁
SGW82

張コンクリート

2.0%

表層：密粒度アスコン　　　　 t=3cm

路盤：クラッシャーラン(C-30) t=10cm

歩道舗装

歩車道境界ブロック
BSC1P

転落防止柵

計画高（FH）

表層　　　：密粒度アスコン(改質I型) t=5cm

上層路盤　：粒度調整砕石(M-30)  　　t=10cm

車道舗装

基層　　　：粗粒度アスコン　　　  　t=5cm

下層路盤　：クラッシャーラン(C-40)　t=15cm

凍上抑制層：クラッシャーラン(C-40)　t=5cm

路床盛土(CBR12％以上)　　　 　　　　t=95cm

ガードパイプ
Gp-B-3E

1号側溝
B300×H300

As安定処理

※現道利用区間は施工時にCBR試験を行い、路床強度が12％に対して不足
　する場合は路床置換を行うこと。

※現道利用区間は施工時にCBR試験を行い、路床強度が6％に対して不足
　する場合は路床置換を行うこと。

路肩舗装

1
5
0

5
0　表　層　：密粒度アスコン(改質Ⅰ型)

　路　盤　：粒度調整砕石(M-40)

S=1:10

車道舗装

1
0
0

5
0

1
5
0

　表　層　：密粒度アスコン(改質Ⅰ型)

3
5
0 上層路盤 ：粒度調整砕石(M-30)

 下層路盤 ：クラッシャーラン(C-40)

路床盛土(CBR12％以上)

S=1:10

凍上抑制層：クラッシャーラン(C-40) 5
0

1
0
0
0

4
0
0

9
5
0

5
0　基　層　：粗粒度アスコン

歩道舗装

1
0
0

3
0

　路　盤　：クラッシャーラン(C-30)

S=1:10

表　層　：密粒度アスコン

取付道舗装

1
0
0

4
0

　表　層　：密粒度アスコン(改質Ⅰ型)

S=1:10

駐車帯舗装

1
0
0

5
0

1
5
0

　表　層　：密粒度アスコン(改質Ⅰ型)

3
5
0 上層路盤 ：粒度調整砕石(M-30)

 下層路盤 ：クラッシャーラン(C-40)

路床盛土(CBR6％以上)

S=1:10

1
0
0
0

5
0　基　層　：粗粒度アスコン

　路　盤　：クラッシャーラン(C-30)

NO.17付近

NO.11付近

AsAs

As

国道1 8 3号 (新屋工区)

図　　名 全 葉の内

鳥 取 県

図　　名

縮　　尺 単　　位

位　　置

Ｍ

路 線 名

日野郡日南町新屋

西部総合事務所日野振興センター日野県土整備局

 3

標準断面図
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0.50

7.00

0.503.003.00

2.50

0.50

7.00

0.503.003.00

2.77

0.50

7.29

0.793.003.00

2.49

2.000% 2.000%

0.50

7.50

1.003.003.00

2.20

1.500% 1.500%

1.670% 1.670%

1.830% 1.830%

0.85

0.57

0.28

測
量
中
心

測
量
中
心

測
量
中
心

0.05% 5.49%

1:1.5

4.9%

2.9%

下水道管

下水道管

下水道管

下水道管

下水道管

上水道管

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

－

－

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 －

－

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

路肩舗装

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

0.5

－

Ｗ＜2.5 0.5

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

－ －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 －

－

－

－

－ －

－ －埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

－

－ －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.80

6.90

0.50

0.50

0.50

－

0.3

6.8

0.7

－

－ －

－ －

－ －

－

(0.3)0.5

－

－

－ 0.25

－ 0.05

－

－

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

－

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 －

－

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

1.4

－

Ｗ＜2.5 1.2

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

0.1

0.1 －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

－ －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 0.50

1.63

－

－

－ －

－ －埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

－

－ －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ 0.54幅

面積 － 0.02

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

0.50

0.50

0.50

0.50

－

0.1

5.3

0.2

－

－ －

－ －

－ －

－

－

－

－

－ －

－ －

5.95

0.16

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

－

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 －

－

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

1.4

－

Ｗ＜2.5 1.2

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

0.1

0.1 －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

－ －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 0.50

1.35

－

－

－ －

－ －埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

－

－ －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－幅

面積 －

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

0.51

0.51

0.51

0.51

－

4.9

0.2

－

－ －

－ －

－ －

－

－

－

－

－ －

－ －

5.94

0.14

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

－

－

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 －

－

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

－

－

Ｗ＜2.5 －

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

－ －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 －

－

－

－

－ －

－ －埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

－

－ －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ 0.25幅

面積 － 0.01

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.50

6.50

－

－

－

－

10.2

(0.6)0.3

－

－ －

－ －

－ －

－

－

－

－

－ －

－ －

－

－

－ 0.1

歩道舗装

駐車帯
舗装

上層路盤

下層路盤

歩道舗装

駐車帯
舗装

上層路盤

下層路盤

歩道舗装

駐車帯
舗装

上層路盤

下層路盤

歩道舗装

駐車帯
舗装

上層路盤

下層路盤

0.92

0.03

基　層

路肩舗装

基　層

路肩舗装

基　層

路肩舗装

基　層

石積取壊し
－

練積

空積

石積取壊し
－

練積

空積
石積取壊し

－

練積

空積

石積取壊し
－

練積

空積

注)・上下水道管の位置及び深度は、貸与資料を基にした想定で表記している。
   　支障となる恐れがあるので、施工時に留意すること。
   ・歩道整備済区間の歩車道境界ブロックは、歩道の高さが車道より低いため、
　 　歩道側を5cm下げる目的でD種を使用している。

( )内は起点側を示す。
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GH=455.48
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縮　　尺 単　　位
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路 線 名

日野郡日南町新屋

西部総合事務所日野振興センター日野県土整備局
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工事中
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=
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.
0
0
0

横断図

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0 0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

0.1

2.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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2.000% 2.000%

0.50

7.50

1.003.003.00

2.21

2.000%

0.50

7.50

1.003.003.00

2.20

1.770%

2.000%

0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

0.610%

2.000%

0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

1.400%

3.1%

2.000%

453.94

453.81

2.000%

453.68

4.9%
5.0%

0.30%

下水道管

下水道管

下水道管

下水道管

上水道管

上水道管

上水道管

上水道管

2.00%

町道隅切り

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

－

－

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 －

－

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

1.4

－

Ｗ＜2.5 1.2

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

0.1

0.1 －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

－ －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 0.50

1.36

－

－

－ －

－ －埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

－

－ －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ 0.91幅

面積 － 0.04

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

1.20

0.52

0.52

0.52

－

0.1

4.5

0.1

－

－ －

－ －

－ －

－

－

－

－

－ －

－ －

5.93

0.15

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

－

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 0.4

0.7

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

1.3,2.1

－

Ｗ＜2.5 1.6

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

－ －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 －

－

－

－

－ －

－ －埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

－

－ －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－幅

面積 －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－

1.59

幅

面積 －

0.14

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.50

2.57

1.68

1.68

1.68

－

11.7

0.5

－

－ －

－ －

－ －

－

－

－

－

0.25 1.74

0.05 －

5.03

0.16

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

－

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 0.5

0.7

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

1.6

－

Ｗ＜2.5 2.2

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

－ －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 2.15

2.15

－

－

－ －

－ －埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

－

－ －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

3.18

1.49

1.49

1.49

－

1.3,0.4

－

－

0.8

－ －

－ －

－ －

－

0.2

－

－

－ －

－ －

5.15

0.16

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

－

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 0.5

0.8

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

路　盤

1.4

－

Ｗ＜2.5 1.2

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

0.1 －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

－ －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

1.13

1.35

－

－

－ －

－ －埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

－

－ －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ 0.92幅

面積 － 0.03

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

1.61

0.51

0.51

0.51

－

0.3,0.1

3.9

0.1

－

－ －

－ －

－ －

－

－

－

－

－ －

－ －

5.94

0.16

－

－

歩道舗装

駐車帯
舗装

上層路盤

下層路盤

歩道舗装

駐車帯
舗装

上層路盤

下層路盤

歩道舗装

駐車帯
舗装

上層路盤

下層路盤

歩道舗装

駐車帯
舗装

上層路盤

下層路盤

(1:1.5)

0.5

路肩舗装

基　層

路肩舗装

基　層

路肩舗装

基　層

路肩舗装

基　層

石積取壊し
－

練積

空積
石積取壊し

－

練積

空積

石積取壊し
－

練積

空積
石積取壊し

－

練積

空積

注)・上下水道管の位置及び深度は、貸与資料を基にした想定で表記している。
   　支障となる恐れがあるので、施工時に留意すること。
   ・歩道整備済区間の歩車道境界ブロックは、歩道の高さが車道より低いため、
　 　歩道側を5cm下げる目的でD種を使用している。
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0.0

0.0

1.6
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令和　6　年度施行

FH=455.09

FH=454.71 FH=454.41

FH=454.48

0.7

1.4

0.0

0.0

0.0

1.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

0.02

0.0

0.0

0.0

0.0

国道183号（新屋工区）歩道設置工事
（2工区）（交付金交安）（国補正）
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起 工



0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

4.570%

0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

6.000%

0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

6.000%
1.00%

1.00%

2.000%
2.000%

2.000%

453.37

453.27

453.21

2.00%

下水道管

下水道管

下水道管

0.300.50

0.300.50

町道隅切り

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

－

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 0.5

0.7

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

3.4

2.7

Ｗ＜2.5 0.1

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

－ －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 2.15

2.15

－

－

－ －

－ －埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

－

－ －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

3.51

2.13

2.13

2.13

－

0.6,0.3

1.4

0.1

0.9

－ －

－ －

－ －

－

0.1

－

－

－ －

－ －

4.52

0.13

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

0.7

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 －

－

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

4.1

－

Ｗ＜2.5 0.1

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－

3.86

－

4.06

0.3 －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 2.15

2.15

－

－

－

－

床堀

1.1

1.7 －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ 3.80幅

面積 － 0.31

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

6.55

3.38

3.38

3.38

－

－

－

－

－ －

－ －

1.4 －

3.9

0.2

－

1.4

－ －

－ －

3.27

0.25

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

0.6

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 －

－

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

4.5

－

Ｗ＜2.5 0.1

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－

4.32

－

4.50

0.3 －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 2.15

2.15

－

－

－

－埋戻

床堀

1.1

1.8 －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ 4.25幅

面積 － 0.35

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

6.55

3.84

3.84

3.84

－

－

－

－

－ －

－ －

1.4 －

4.3

0.2

－

1.5

－ －

－ －

2.81

0.30

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

0.7

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 0.1

0.1

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

3.4

3.4

Ｗ＜2.5 0.1

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－

3.17

－

3.42

0.3 －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 2.15

2.15

－

－

－

－埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

0.6

1.1 －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ 3.12幅

面積 － 0.32

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

5.80

2.76

2.76

2.76

－

－

－

－

－ －

－ －

1.2 －

－

0.4

－

1.3

－ －

－ －

3.89

0.19

0.3

0.3

0.3

0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

5.480%
1.52%

2.000%

453.17

1
:
0.
2

0.30

下水道管

0.50

(1.0≦Ｗ＜4.0)

埋戻(1.0≦Ｗ＜4.0)

－

－

歩道舗装

駐車帯
舗装

上層路盤

下層路盤

－

－

歩道舗装

駐車帯
舗装

上層路盤

下層路盤

歩道舗装

駐車帯
舗装

上層路盤

下層路盤

歩道舗装

駐車帯
舗装

上層路盤

下層路盤 －

－

(1:1.5)

路肩舗装

基　層

路肩舗装

基　層

路肩舗装

基　層

路肩舗装

基　層

石積取壊し
－

練積

空積
石積取壊し

－

練積

空積

石積取壊し
－

練積

空積
石積取壊し

－

練積

空積
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横断図

令和　6　年度施行注)・上下水道管の位置及び深度は、貸与資料を基にした想定で表記している。
   　支障となる恐れがあるので、施工時に留意すること。
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0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

0.820% 1.510%

1:
0.
3

2.000%

1:
0.
3

452.78
452.53

0.300.50
0.300.50

1.00

0.68%
0.14%

453.17
453.42

0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

3.150% 0.130%
1.93%

1:
0.
3

452.71

下水道管

0.300.50

453.35

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

1.0

2.7

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 0.1

0.2

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

1.1

－

Ｗ＜2.5 0.1

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－

4.86

－

5.90

－ －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 2.15

2.15

－

－

－

－

－

－

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

－

－ －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ 5.70幅

面積 － 0.65

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ 0.85幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

6.55

6.49

6.49

6.49

－

－

－

－

－ 0.03

－ －

0.6 －

7.3

1.5

－

1.8

－ －

－ －

0.16

0.04

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

0.7

5.1

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 0.1

0.1

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

1.2

－

Ｗ＜2.5 0.1

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ 1.79

－ 1.79

0.3 －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 2.15

2.15

－

－

－ 7.36

－ 6.34埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

0.6

1.3 －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ 5.37幅

面積 － 0.49

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ 0.99幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

6.55

6.65

6.65

6.65

－

－

－

－

－ 0.03

－ －

1.2 －

9.5

1.2

－

2.0

－ －

－ －

－

－

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

0.6

6.0

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 －

－

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

1.3

－

Ｗ＜2.5 0.1

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ 2.11

－ 2.11

0.3 －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 2.15

2.15

－

－

－ 7.29

－ 5.90

歩道舗装

床堀

1.1

2.0 －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ 4.98幅

面積 － 0.28

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ 1.26幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

6.55

6.65

6.65

6.65

－

－

－

－

－ 0.04

－ －

1.4 －

9.8

1.1

－

2.1

－ －

－ －

－

－

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

0.7

4.3

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 0.1

0.1

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

駐車帯
舗装

1.2

－

Ｗ＜2.5 0.1

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ 1.56

－ 1.56

0.3 －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 2.15

2.15

－

－

－ 7.17

－ 5.93

歩道舗装

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

0.6

1.1 －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ 5.41幅

面積 － 0.50

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ 1.18幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

6.55

6.65

6.65

6.65

－

－

－

－

－ 0.04

－ －

1.1 －

9.3

1.2

－

1.9

－ －

－ －

－

－

0.4

0.4

0.4

0.3

上層路盤

下層路盤

駐車帯
舗装

歩道舗装

上層路盤

下層路盤

駐車帯
舗装

上層路盤

下層路盤

埋戻(1.0≦Ｗ＜4.0)

上層路盤

下層路盤駐車帯
舗装

歩道舗装

路肩舗装

基　層

路肩舗装

基　層

路肩舗装

基　層

路肩舗装

基　層

石積取壊し
－

練積

空積

石積取壊し
－

練積

空積
石積取壊し

－

練積

空積

石積取壊し
－

練積

空積

0.36%

453.03

注)・チェーン脱着場との境界に設置する道路側溝は、除雪作業に支障のないスリットタイプであり、
　　 除雪作業による破損時に蓋版のみの取替にて復旧が可能な製品とすること。

チェーン着脱場
5.00

チェーン着脱場
(5.00)

チェーン着脱場
5.00

チェーン着脱場
5.00

DL=445.00

GH=453.10

NO.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.3

7.3

DL=445.00

GH=453.12

NO.10

D
=
2
0
.
0
0
0

DL=445.00

GH=453.12

KA1-2(NO.10+5.899)

DL=445.00

GH=453.11

NO.11

国道1 8 3号 (新屋工区)

図　　名 全 葉の内

鳥 取 県

図　　名

縮　　尺 単　　位

位　　置

Ｍ

路 線 名

日野郡日南町新屋

西部総合事務所日野振興センター日野県土整備局

4
NO.9 ～ NO.11 9

1:100

横断図

令和　6　年度施行

As
As

As
As

梅

As

D
=
1
4
.
1
0
1

D
=
20
.
0
0
0

D
=
5.
8
9
9

FH=453.90

FH=453.78 FH=453.65

FH=453.74

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
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0.50

7.50

3.003.00

2.50

0.50

7.50

3.003.00

2.50

0.50

7.50

3.003.00

2.50

6.000%

0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

6.000%

3.840%

452.41

452.38

0.68%

2.000%

2.000%0.857%

1:
0.
3

1:
0.
3

0.300.70

0.300.70

0.300.70

1.00

1.00

1.00

1.00

1.00
1.00

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

－

1.7,1.3

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 －

－

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

－

－

Ｗ＜2.5 0.1

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ 8.23

－ 8.30

－ －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 2.15

2.15

－

－

－ 8.57

－ 8.45埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

－

－ －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

6.55

6.65

6.65

6.65

－

6.2

0.7

1.8

－ －

－ －

－ －

－

－

－

－ －

－ －

－

－

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

0.8

(1.3) －

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 －

－

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

(4.4)1.0

－

Ｗ＜2.5 0.1

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ (3.05)－

－ (3.05)－

0.3 －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 2.15

2.15

－

－

－ (3.22)－

－ (3.15)－埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

0.2

0.3 －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ 3.22幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

(6.55)3.34

(6.65)3.34

(6.65)3.34

(6.65)3.34

－

(6.4)5.8

(0.8)0.1

0.3

－ 0.10

－ －

0.6 －

(7.6)4.4

1.8

－

1.3

－ －

－ －

3.11

0.03

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

0.8

－

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 －

－

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

1.9

1.7

Ｗ＜2.5 0.9

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

0.3 －

床堀
防護柵工

－

－

0.7

1.7

表　層

路　盤 2.15

2.15

－

－

－ －

－ －

歩道舗装

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

0.1

0.3 －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

2.25

2.35

2.90

2.90

－

2.1

0.2

0.2

－ －

－ －

0.7 －

－

1.7

－

0.8

－ 0.75

－ 0.55

4.30

0.14

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

0.8

2.3

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 －

－

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

駐車帯
舗装

1.3

－

Ｗ＜2.5 0.1

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ 6.19

－ 6.19

0.3 －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 2.15

2.15

－

－

－ 6.39

－ 6.29

歩道舗装

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

0.2

0.4 －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

6.55

6.65

6.65

6.65

－

6.3

0.8

0.8

－ －

－ －

0.6 －

7.6

2.7

－

1.7

－ －

－ －

－

－

0.5

0.5

0.5

0.5,0.5

上層路盤

下層路盤

駐車帯
舗装

歩道舗装

上層路盤

下層路盤

駐車帯
舗装

上層路盤

下層路盤

－

6.000%2.000%

452.35 1:
0.
3

埋戻(1.0≦Ｗ＜4.0)

駐車帯
舗装

歩道舗装

上層路盤

下層路盤

路肩舗装

基　層

路肩舗装

基　層

路肩舗装

基　層

路肩舗装

基　層

石積取壊し
－

練積

空積
石積取壊し

－練積

空積

石積取壊し
－

練積

空積
石積取壊し

0.3練積

空積

2.66%

チェーン着脱場
5.00

チェーン着脱場
すりつけ部

3.53

( )内は起点側を示す。

DL=445.00

GH=452.33

NO.12

As

床版橋
W1500(1100)H1100

床版橋
W1400(1100)H1200

DL=445.00

GH=452.22

NO.13

DL=445.00

GH=453.18

NO.14

As

As

D
=
20
.
0
0
0

DL=445.00

GH=452.96

NO.15

国道1 8 3号 (新屋工区)

図　　名 全 葉の内

鳥 取 県

図　　名

縮　　尺 単　　位

位　　置

Ｍ

路 線 名

日野郡日南町新屋

西部総合事務所日野振興センター日野県土整備局

5
NO.12 ～ NO.15 9

1:100

D
=
14
.
1
6
8

D
=
2
0
.
0
0
0

0.0

1.30

1.30

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

横断図

令和　6　年度施行

As

D
=
2
0
.
0
0
0

FH=453.52

FH=453.37

FH=453.21

FH=453.04

0.0

0.0

3.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.12

0.0
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0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

6.000%

0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

5.330%

0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

3.020%

0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

452.44

452.44

2.000%

2.000%
2.000% 1.46%

450.11

1:1.21:
1.
0 1.000.50

1.000.50

0.300.70

0.300.70

1.00

1.00

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

0.9

－

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 －

－

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

2.1

1.3

Ｗ＜2.5 1.2

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

0.3 －

床堀
防護柵工

－

－

0.7

1.6

表　層

路　盤 2.15

2.15

－

－

－ －

－ －埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

0.1

0.2 －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

2.11

2.21

2.76

2.76

－

1.9

0.2

0.4

－ －

－ －

0.7 －

－

1.5

－

－ 0.75

－ 0.55

4.44

0.11

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

0.8

－

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 －

－

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

駐車帯
舗装

2.2

1.9

Ｗ＜2.5 0.5

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

0.3 －

床堀
防護柵工

－

－

0.9

2.0

表　層

路　盤 2.15

2.15

－

－

－ －

－ －

歩道舗装

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

0.1

0.2 －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

2.40

2.50

3.05

3.05

－

3.9

0.3

－

－ －

－ －

0.7 －

－

1.3

－

0.7

－ 0.75

－ 0.55

4.15

0.08

－

0.1

上層路盤

下層路盤

0.8

0.710%2.000%

449.97

1:1.2

1:
1.
0

452.04

1.83%

埋戻(1.0≦Ｗ＜4.0)

埋戻(1.0≦Ｗ＜4.0)

駐車帯
舗装

歩道舗装

上層路盤

下層路盤

路肩舗装

基　層

路肩舗装

基　層

石積取壊し
－練積

空積

石積取壊し
－

練積

空積

注)・プレキャストL型擁壁の施工にあたり、基礎面の地盤反力が不足する場合は、発注者との協議に
　 　より地盤改良を行うこと。
   ・チェーン脱着場との境界に設置する道路側溝は、除雪作業に支障のないスリットタイプであり、
　　 除雪作業による破損時に蓋版のみの取替にて復旧が可能な製品とすること。
　 ・防護柵基礎は、既設防護柵基礎の内側に設置可能な区間は既設基礎を残す計画としている。
　　 支障となる場合は既設基礎の撤去を行うこと。

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

6.11

3.26

－

4.8

0.2

－

－ －

0.9 －

1.5 －

4.4

0.60

3.29

0.25

駐車帯
舗装

上層路盤

下層路盤

0.1,0.8,0.1

埋戻(1.0≦Ｗ＜4.0)

路肩舗装

基　層

擁　壁　工

裏込砕石 0.5 －

石積取壊し
－

練積

空積

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

0.5

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

－

Ｗ＜2.5 0.2

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

1.1

左側 右側

－

2.9

－

0.6

－ 1.05

－

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 2.15

2.15

－

－

－ －

－ －

歩道舗装

床堀

3.5

6.3 －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ 0.35幅

面積 － 0.01

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ 1.80幅

面積 － 0.05

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

0.7

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 0.3

1.1

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

－

－ －

1.0 －埋戻(Ｗ＜1.0)

幅

面積

表層

上層路盤

下層路盤

幅

幅

面積

3.26

3.26

3.26

2.5

－

3.26

0.33

0.20

0.24

石積取壊し
－

練積

空積

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

幅

面積

表層

上層路盤

下層路盤

幅

幅

面積

2.38

2.5

－

2.38

上層路盤

下層路盤

0.1,0.9,0.1

0.06

路肩舗装

基　層

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

4.34

2.38

2.38

2.38

－

5.6

0.2

－

－ －

0.6 －

1.5 －

－

3.9

－

0.4

－ －

－ －

4.07

0.13

駐車帯
舗装

歩道舗装

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－幅

面積 －

オーバー
レイ

構造物工 0.3

排水

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

1.2

0.7

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

3.5

Ｗ＜2.5 0.1

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

1.0 －埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

2.75

0.08

埋戻(1.0≦Ｗ＜4.0)

擁　壁　工

裏込砕石 0.5 －

－

－ －

－ －

床堀

3.5

5.6 －

－

縁石工

－

－

－

表　層

路　盤 2.15

2.15

－

0.0,0.0,0.0

0.0,0.0,0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

2.8

－

仮舗装部（左側）

仮舗装部（左側）

－

0.1

3.7

0.3

DL=445.00

GH=452.85

KE2-2(NO.15+14.168)

As

0.0

1.16

0.0

0.0

2.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.16

1.16

DL=445.00

GH=452.81

NO.16

As

D
=
5
.
8
3
2

1.45

1.45

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.2

0.0

0.0

0.0

1.45

DL=445.00

GH=452.54

NO.17

AsAs

As
As

D
=
20
.
0
0
0

DL=445.00

GH=452.21

NO.18

国道1 8 3号 (新屋工区)

図　　名 全 葉の内

鳥 取 県

図　　名

縮　　尺 単　　位

位　　置

Ｍ

路 線 名

日野郡日南町新屋

西部総合事務所日野振興センター日野県土整備局
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1:100

D
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0
0

D
=
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7
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横断図

令和　6　年度施行

FH=452.91

FH=452.86

FH=452.69

FH=452.47
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0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

1.600%

0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

3.910%

0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

5.410%
1.000% 3.000%

2.000%

2.000%

2.56%

2.99%

449.77

1:1.2

1:
1.
0

449.84

1:1.2

1:
1.
0

449.73

1.000.50

1.000.50 1.000.50

1.00

1.00

0.35%

0.160%2.000%

449.94

1:1.2

1:
1.
0

452.00

1.20%

注)・プレキャストL型擁壁の施工にあたり、基礎面の地盤反力が不足する場合は、発注者との協議に
　 　より地盤改良を行うこと。
   ・チェーン脱着場との境界に設置する道路側溝は、除雪作業に支障のないスリットタイプであり、
　　 除雪作業による破損時に蓋版のみの取替にて復旧が可能な製品とすること。

オープン掘削

Ｗ≧4.0

0.7

Ｗ≧4.0

0.3

1.0

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

1.0

Ｗ＜2.5 0.1

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

1.0 －

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 2.15

2.15

－

－

－ －

－ －

床堀

2.9

5.2 －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－幅

面積 －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－

2.55

幅

面積 －

0.12

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

4.02

2.94

2.94

2.94

－

2.7

－

－ －

0.8 －

1.5 －

3.1

－

0.7

－ 2.65

－ －

3.71

0.11

駐車帯
舗装

歩道舗装

上層路盤

下層路盤

0.1,0.6,0.1

1.09

0.04

埋戻(1.0≦Ｗ＜4.0)

埋戻(Ｗ＜1.0)

路肩舗装

基　層

擁　壁　工

裏込砕石 0.3 －

石積取壊し
－

練積

空積

オープン掘削

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

－

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工

車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

－

Ｗ＜2.5 2.1

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

－ －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 －

－

－

－

－ －

－ －

歩道舗装

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

－

－ －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ 0.65幅

面積 － 0.10

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.50

4.62

2.24

2.24

2.24

0.1

9.7

0.4

－

－ －

－ －

－ －

－

－

－

－

0.25 0.75

0.05 －

4.66

0.18

駐車帯
舗装

上層路盤

下層路盤

－

路肩舗装

基　層

埋戻(1.0≦Ｗ＜4.0)

石積取壊し
－

練積

空積

切土部

盛土部

排水
構造物工

－

As安定処理
－ －幅

幅

面積

－

幅

面積

As安定処理
－

表　層

As安定処理

3.5

6.3 －

－

－

－ －

歩道舗装

床堀

表　層

路　盤 2.15

－

縁石工

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

5.80

3.65

3.65

3.65

－

5.2

0.1

－

－ －

1.1 －

1.5 －

4.7

3.0

－

0.7

－ 0.34

－ －

2.90

0.14

上層路盤

下層路盤

0.1,0.8,0.1

埋戻(1.0≦Ｗ＜4.0)

埋戻(Ｗ＜1.0)

路肩舗装

基　層

擁　壁　工

裏込砕石 0.3 －

石積取壊し
－

練積

空積

2.15

－

－

－

面積 － －

－ 4.01幅

面積 － 0.13

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

0.7

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 0.3

1.3

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

駐車帯
舗装

－

Ｗ＜2.5 0.1

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

1.0 －

床堀
防護柵工

－

－

－

－

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

0.7

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 0.3

1.1

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

0.5

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

－

Ｗ＜2.5 0.2

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

1.2

左側 右側

－ －

－ －

1.0 －

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 2.15

2.15

－

－

－ －

－ －

床堀

3.2

5.8 －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ 1.90幅

面積 － 0.06

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

6.04

3.39

－

4.9

0.2

－

－ －

0.9 －

1.5 －

4.5

2.8

－

－ 1.05

－ 0.60

3.16

0.23

0.7

0.1,0.8,0.1

埋戻(1.0≦Ｗ＜4.0) 駐車帯
舗装

歩道舗装

上層路盤

下層路盤

埋戻(Ｗ＜1.0)

路肩舗装

基　層

擁　壁　工

裏込砕石 0.4 －

石積取壊し
－

練積

空積

幅

面積

表層

上層路盤

下層路盤

幅

幅

面積

幅

面積

表層

上層路盤

下層路盤

幅

幅

面積

幅

面積

表層

上層路盤

下層路盤

幅

幅

面積

幅

面積

表層

上層路盤

下層路盤

幅

幅

面積

2.94

3.39

3.39

3.39

2.0

3.65

2.5

－

2.5

－ －

2.9

－

3.4

3.39

0.34

3.65

0.37

0.01

－

－

0.15

0.20

0.14

仮舗装部（左側）

－

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.3

0.0,0.0,0.0

仮舗装部（左側）

－

0.1

2.9

0.0,0.0,0.0

仮舗装部（左側）

仮舗装部（左側）

－

3.8

4.4

路体盛土

畦畔盛土

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

0.0,0.0,0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

－

－

－

－

－ 1.9

0.05

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3
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0.50

7.50

1.003.003.00

2.20

5.910%

0.50

7.50

1.003.003.00

2.20

0.50

7.50

1.003.003.00

2.28

2.600%

2.600% 1.000%

0.470%
2.000%

449.70

町道隅切り

1.00% (1:1.5)

0.50

7.50

1.003.003.00

2.20

2.600% 2.450%2.000%

オープン掘削

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

－

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 2.1

3.0

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

－

Ｗ＜2.5 1.6

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

－ －埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 0.50

0.54

－

－

－ －

－ －

床堀

1.8

2.0 －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ 0.65幅

面積 － 0.12

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.50

4.27

1.68

1.68

1.68

0.1

4.5

0.2

－

－ －

－ －

－ －

－

0.2

－

0.25 0.75

0.05 －

5.22

0.26

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

－

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 －

－

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

0.6

－

Ｗ＜2.5 0.5

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

－ －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 －

1.62

－

－

－ －

－ －埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

－

－ －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ 0.72幅

面積 － 0.02

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.50

0.78

0.50

0.50

0.50

－

6.5

0.2

－

－ －

－ －

－ －

－

－

－

－

0.25 0.92

0.05 0.71

3.38

0.07

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

－

－

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 －

－

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

－

－

Ｗ＜2.5 －

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

－ －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 －

－

－

－

－ －

－ －

歩道舗装

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

－

－ －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.51

6.51

－

－

－

－

6.5

(0.2)0.5

－

－ －

－ －

－ －

－

－

－

－

－ 0.72

－ －

－

－

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

－

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 －

－

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

駐車帯
舗装

－

Ｗ＜2.5 0.6

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

－ －埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

0.1

0.6

表　層

路　盤 1.80

1.84

－

－

－ －

－ －

歩道舗装

床堀

3.5

4.2 －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ －幅

面積 － －

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.45

1.85

0.89

1.60

1.53

－

6.6

0.4

－

－ －

－ －

－ －

－

－

－

－

－ 0.91

－ 0.71

5.76

0.14

上層路盤

下層路盤

駐車帯
舗装

歩道舗装

上層路盤

下層路盤

駐車帯
舗装

上層路盤

下層路盤

－

0.7,0.1 －

－ －

埋戻(1.0≦Ｗ＜4.0)

埋戻(1.0≦Ｗ＜4.0)

駐車帯
舗装

歩道舗装

上層路盤

下層路盤

路肩舗装

基　層

路肩舗装

基　層

路肩舗装

基　層

路肩舗装

基　層

石積取壊し
－

練積

空積

石積取壊し
－

練積

空積
石積取壊し

－

練積

空積

石積取壊し
－

練積

空積

注)・防護柵基礎は、既設防護柵基礎の内側に設置する計画としている。
　　 支障となる場合は既設基礎の撤去を行うこと。

擁　壁　工

裏込砕石 0.1 －

擁　壁　工

裏込砕石 0.2 －

埋戻(1.0≦Ｗ＜4.0)

－

0.3

－

2.2

1.10

0.16

0.04

0.0

0.0

0.0

1.0

0.0 0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.7

0.3

－

－

－

－

0.2

0.0

0.0

0.0

幅

面積

表層

上層路盤

下層路盤

幅

幅

面積

仮舗装部（左側）

－

幅

面積

表層

上層路盤

下層路盤

幅

幅

面積

仮舗装部（左側）

－

0.0

0.0

0.6

(0.0)

( )内は起点側を示す。

(0.0)

0.09

0.89

(0.0)

(1.03)

(0.0)

(0.0,0.0)

DL=445.00

GH=450.73

NO.22+11.5

D
=
11
.
5
0
0

DL=445.00

GH=451.26

NO.21

GH=450.90

NO.22

DL=445.00

D
=
2
0
.
0
0
0

DL=445.00

GH=450.59

NO.23

国道1 8 3号 (新屋工区)

図　　名 全 葉の内

鳥 取 県

図　　名

縮　　尺 単　　位

位　　置

Ｍ

路 線 名

日野郡日南町新屋

西部総合事務所日野振興センター日野県土整備局

8
NO.21 ～ NO.23 9

1:100

As

As

As

As
As

As
As

D
=
12
.
7
4
9

D
=
8
.
5
0
0

横断図

令和　6　年度施行

FH=451.33

FH=450.94

FH=450.74

FH=450.60

国道183号（新屋工区）歩道設置工事
（2工区）（交付金交安）（国補正）
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DL=445.00

GH=450.41

EP(KA3-2)NO.23+12.749

国道1 8 3号 (新屋工区)

図　　名 全 葉の内

鳥 取 県

図　　名

縮　　尺 単　　位

位　　置

Ｍ

路 線 名

日野郡日南町新屋

西部総合事務所日野振興センター日野県土整備局

9
EP(KA3-2)NO.23+12.749 9

1:100

As

横断図

令和　6　年度施行

0.50

7.50

1.003.003.00

2.50

2.600% 3.200%

オープン掘削

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

細別・区分
数　量

Ｗ≧4.0

－

－

Ｗ≧4.0

切土部

盛土部

排水
構造物工 －

－

路体盛土

畦畔盛土 Ｗ＜2.5

アスファルト
舗装取壊し

基　層

上層路盤

下層路盤車道舗装

表　層

路　盤

舗　装　工

－

－

－

片切掘削

2.5≦Ｗ＜4.0

耕土掘削

路床盛土

石積取壊し

コンクリート
構造物取壊し

凍上抑制層

張コンクリート

表　層

－

－

Ｗ＜2.5 －

2.5≦Ｗ＜4.0

Ｗ＜2.5

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

擁壁工

－

－ －

－

－

左側 右側

－ －

－ －

－ －

埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀
防護柵工

－

－

－

－

表　層

路　盤 －

－

－

－

－ －

－ －埋戻(Ｗ＜1.0)

床堀

－

－ －

－

縁石工

表　層

As安定処理
幅

面積

As安定処理
－ －幅

面積 － －

As安定処理
－ －幅

面積 － －

－ 0.80幅

面積 － 0.02

オーバー
レイ

－ －幅

面積

掘　削　工

盛　土　工

法面整形工

作 業 土 工

細別・区分
数　量

左側 右側

幅

面積

鉄筋

無筋

道路付属物工

構造物撤去工

オーバー
レイ

6.54

6.54

－

－

－

－

7.3

0.6

－

－ －

－ －

－ －

－

－

－

－ －

－ －

－

－

－

－

駐車帯
舗装

歩道舗装

上層路盤

下層路盤

路肩舗装

基　層

－

練積

空積

FH=450.41

国道183号（新屋工区）歩道設置工事
（2工区）（交付金交安）（国補正）
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国道1 8 3号 (新屋工区)

図　　名 全 葉の内

鳥 取 県

図　　名

縮　　尺 単　　位

位　　置

Ｍ

路 線 名

日野郡日南町新屋

西部総合事務所日野振興センター日野県土整備局

構 造 図 （1）

図示
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国道183号（新屋工区）歩道設置工事
（2工区）（交付金交安）（国補正）

令和　6　年度施行

27

▽453.91 ▽453.84 ▽453.79 ▽453.77 ▽453.76

▽452.97

H
=
0
.
9
4

▽452.92
▽452.82

H
=
0
.
9
5

▽452.86

H
=
0
.
9
3

H
=
0
.
9
2

▽452.76

H
=
1
.
0
0

水路の製品底

2号小型重力式擁壁

展開図（参考図）
SH=1:200

SV=1: 50

(SGW27)

DL=452.00

2号小型重力式擁壁

名　称 規　格 単位

m2

(0.94+1.044×0.94)×10.0

0.682×10.0

数　量

10m当り数量表

型　　枠

基礎砕石

1/2×(0.20+0.482)×0.94×10.0m3コンクリート σck=18N/mm2

m2

3.205

C-40
t=20cm

m2目地材 t=10mm

19.214

6.820

1/2×(0.20+0.482)×0.94 0.321

計　算　式

0.4

1号小型重力式擁壁　L=0.4m

▽456.12

H
=
1
.
2
3

▽455.17

▽456.40

H
=
0
.
9
5

1号小型重力式擁壁

展開図（参考図）

(SGW42)

1号小型重力式擁壁

名　称 規　格 単位

m2

(1.09+1.118×1.09)×10.0

1.045×10.0

数　量

10m当り数量表

型　　枠

基礎砕石

1/2×(0.30+0.845)×1.09×10.0m3コンクリート σck=18N/mm2

m2

6.240

C-40
t=20cm

23.086

10.450

計　算　式

S=1:50

0.50.5

3号小型重力式擁壁　L=2.5m

▽451.99▽451.95

▽453.57▽453.58

▽452.82

H
=
1
.
5
8

H
=
1
.
5
8

H
=
1
.
6
3

H
=
1
.
6
3

H
=
0
.
7
6

H
=
0
.
7
5

3号小型重力式擁壁

展開図（参考図）

(SGW69)

3号小型重力式擁壁

名　称 規　格 単位

m2

(1.10+1.141×1.10)×10.0

1.105×10.0

数　量

10m当り数量表

型　　枠

基礎砕石

1/2×(0.30+0.905)×1.10×10.0m3コンクリート σck=18N/mm2

m2

6.628

C-40
t=20cm

23.551

11.050

計　算　式

S=1:50

NO
.1
1+
18
.4

NO
.1
2+
0.
8

DL=451.00

DL=454.00

NO.
0+
18
.0

水路の製品底

0.31.2

NO
.1
2

▽453.57

H
=
0
.
7
5

小型重力式擁壁

ｈ 1/2 Ａ
距離

5.5

0.94 － －

6.4

0.92 0.930 5.12

2号小型重力式擁壁 平均高計算(展開図より)

計

平均高 Ｈ=22.20÷23.5=0.94m

22.2023.5

4.4

0.93 0.925 5.92

7.2

0.95 0.940 4.14

NO.7+3.4

NO.7+8.985

NO.7+15.496

NO.8

1.00 0.975 7.02NO.8+7.3

0.0

200

100 482 100

682

断 面 図
S=1:30

1:
0.
3

2
0
0

H
=
0
.
9
2
～

1.
0
0
m

平
均

H
=
0
.
9
4
m

基礎砕石
C-40

300

2
0
0

H
=
0
.
9
5
～

1
.
2
3
m

平
均

H
=1
.
0
9
m

100 845 100

1045

基礎砕石
C-40

小型重力式擁壁

ｈ 1/2 Ａ
距離

0.4

1.23 － －

0.95 1.090 0.436

1号小型重力式擁壁 平均高計算(展開図より)

計

平均高 Ｈ=0.436÷0.4=1.09m

0.4360.4

0.0

断 面 図

1
:
0
.
0

小型重力式擁壁

ｈ 1/2 Ａ
距離

0.5

1.63 － －

1.63 1.630 0.82

3号小型重力式擁壁 平均高計算(展開図より)

計

平均高 Ｈ=2.76÷2.5=1.10m

2.752.5

0.0

断 面 図
S=1:30

NO.11+18.4

NO.12+0.8

0.0 0.76

1.2 0.75 0.755 0.91

0.0 1.58

0.5 1.58 1.580 0.79

－ －

－ －

300

2
0
0

H
=
0
.
7
5
～

1
.
6
3
m

平
均

H
=
1
.
1
0
m

100 905 100

1105

基礎砕石
C-40

1:0.55

1
:
0
.
0

コンクリート
σck=18N/mm2

コンクリート
σck=18N/mm2

3
0
0

3
0
0

3
0
0

コンクリート
σck=18N/mm2

1:0.5

NO.12

0.3 0.75 0.750 0.23

5.5 6.4 4.4 7.2

2号小型重力式擁壁　L=23.5m

NO
.7
+3
.4

NO
.7
+8
.9
85

NO
.7
+1
5.
49
6

NO
.8

NO
.8
+7
.3

構 造 図（1）
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図　　名 全 葉の内

鳥 取 県

図　　名

縮　　尺 単　　位

位　　置

Ｍ

路 線 名

日野郡日南町新屋

西部総合事務所日野振興センター日野県土整備局

構 造 図 （2）

図示
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国道183号（新屋工区）歩道設置工事
（2工区）（交付金交安）（国補正）
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▽453.33
▽453.49

▽453.16
▽453.03 ▽452.96 ▽452.89

▽453.57

▽452.02 ▽452.05 ▽452.08 ▽452.11 ▽452.11
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=
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.
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H
=
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.
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.
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=
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.
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H
=
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.
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1
.
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▽451.99
▽452.12

水路の製品底

4号小型重力式擁壁

(SGW82)

H
=
0
.
7
7

DL=452.00

▽453.68 ▽453.66 ▽453.63
▽453.72

▽453.58

▽452.43

H
=
1
.
2
5

▽452.36

H
=
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▽452.18

H
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.
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▽452.67

H
=
1
.
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5

▽451.95

H
=
1
.
6
3

水路の製品底

展開図（参考図）
SH=1:200

SV=1: 50

DL=452.00

4号小型重力式擁壁

名　称 規　格 単位

m2

(1.27+1.044×1.27)×10.0

0.881×10.0

数　量

10m当り数量表

型　　枠

基礎砕石

1/2×(0.30+0.681)×1.27×10.0m3コンクリート σck=18N/mm2

m2

6.229

C-40
t=20cm

m2目地材 t=10mm

25.959

8.810

1/2×(0.30+0.681)×1.27 0.623

計　算　式

1号重力式擁壁

(GW36)

1:0.6

1628

752

1
4
6
0

S=1:50

展開図（参考図）

1号重力式擁壁

名　称 規　格 単位

(2.20+1.166×2.20)×6.6

数　量

1箇所当り数量表

型　　枠 m2 31.450

計　算　式

S=1:50

1:0.6

400

コンクリート
σck=18N/mm2

1/2×(0.40+1.72)×2.20×6.6
-1/2×(0.752+1.628)×1.46×1.46

m3コンクリート σck=18N/mm2 12.855

100 1720 100

1920

基礎砕石
C-40

2
0
0

H
=
1
.
7
1
～

2
.
4
4
m

平
均

H
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2
.
2
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m

1.46

▽451.48

DL=450.00

▽453.24▽453.25▽453.30

▽450.86

▽451.21

▽453.34

2.7 3.0 0.9

1号重力式擁壁　L=6.6m

NO
.1
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.
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3

m2 1.92×(6.6-2.4)基礎砕石 C-40
t=20cm 8.064

コンクリート
σck=18N/mm2

5
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0
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上

箱抜き部一般部
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3

NO
.1
4

NO
.1
5

NO
.1
5+
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4号小型重力式擁壁　L=88.1m

18.2 5.9 14.2 18.7

4号小型重力式擁壁　L=57.0m

NO
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+1
.7

NO
.1
0

NO
.1
0+
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1
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平
均
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1
.
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7
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基礎砕石
C-40

断 面 図
S=1:30

コンクリート
σck=18N/mm2

小型重力式擁壁

ｈ 1/2 Ａ
距離

18.2

1.05 － －

5.9

1.25 1.150 20.93

4号小型重力式擁壁 平均高計算(展開図より)

14.2

1.30 1.275 7.52

18.7

1.45 1.375 19.53

NO.9+1.7

NO.10

NO.10+5.899

NO.11

1.63 1.540 28.80NO.11+18.1

0.0

19.8

1.58 － －

20.8

1.47 1.525 30.20

計

平均高 Ｈ=185.00÷145.1=1.27m

185.00145.1

20.8

1.28 1.375 28.60

14.7

1.08 1.180 24.54

NO.12+0.8

NO.13

NO.14

NO.15

0.92 1.000 14.7NO.15+14.168

0.85 0.885 5.40NO.16

0.77 0.810 4.78NO.16+5.7

6.1

5.9

0.0

3
0
0

断 面 図

重力式擁壁

ｈ 1/2 Ａ
距離

2.7

2.13 － －

0.0

2.09 2.110 5.70

1号重力式擁壁 平均高計算(展開図より)

計

平均高 Ｈ=14.54÷6.6=2.20m

14.546.6

2.44

3.0

NO.11+16.3

2.39 2.415 7.25

0.0

0.0 1.77

0.9 1.76 1.765 1.59NO.12+3.2

－ －

－ －

構 造 図（2）

起 工
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構 造 図（3）

嵩上げ擁壁

ｈ 1/2 Ａ
距離

2.1

0.96 － －

2.5

0.76 0.860 1.81

3号重力式擁壁 平均高計算(展開図より)

計

平均高 Ｈ=5.07÷5.8=0.87m

5.075.8

0.97 0.865 2.16

NO.0+2.7 0.0

1.2 0.87 0.920 1.10NO.0+8.5

断 面 図
S=1:20

コンクリート
σck=18N/mm2

2号プレキャスト防護柵基礎

石張護岸

石張護岸（天端コンクリート）

名　称 規　格 単位 数　量

10m当り数量表

計　算　式

1/2×(0.497+0.613)×0.10×10.0m3コンクリート σck=18N/mm2 0.555

(0.10+0.153)×10.0型　　枠 m2 2.530

既
設
石
張
護
岸

(1:1.2程
度
)

613

497

153

1
0
0

8
1
0

(天端コンクリート) S=1:20

400

100835100

1035

基礎砕石
C-40

H
=
0
.
7
6
～

0
.
9
7
m

平
均

H
=
0
.
8
7
m

3
0
0

2
0
0

コンクリート
σck=18N/mm2

1:
1.
5

1:0.5

▽454.90

▽454.91

▽454.48

▽454.47

▽455.86

▽455.67

▽455.45

▽455.34

H
=
0
.
9
6

H
=
0
.
7
6

H
=
0
.
9
7

H
=
0
.
8
7

展開図（参考図）
SH=1:200

SV=1: 50

3号重力式擁壁

名　称 規　格 単位

m2

(0.87+1.118×0.87)×10.0

1.035×10.0

数　量

10m当り数量表

型　　枠

基礎砕石

m2

C-40
t=20cm

18.427

10.350

計　算　式

2号重力式擁壁

(GW36)

▽452.87

▽452.35

▽450.54 ▽450.54

H
=
1
.
8
1

H
=
2
.
3
3

DL=450.00

展開図（参考図）
SH=1:200

SV=1: 50

2号重力式擁壁

名　称 規　格 単位

m2

(2.07+1.166×2.07)×10.0

1.842×10.0

数　量

10m当り数量表

型　　枠

基礎砕石

1/2×(0.40+1.642)×2.07×10.0m3コンクリート σck=18N/mm2

m2

21.135

C-40
t=20cm

44.836

18.420

計　算　式

石張護岸

展開図（参考図）
S=1:50

▽451.01

▽451.01

▽451.48

▽452.00

▽452.00
▽452.06

H
=
0
.
5
0
,
S
L
=
0
.
7
8

H
=
0
.
5
1
,
S
L
=
0
.
8
0

H
=
0
.
9
8
,
S
L
=
1
.
5
3

H
=
0
.
9
9
,
S
L
=
1
.
5
5

H
=
0
.
9
9
,
S
L
=
1
.
5
5

H
=
0
.
8
5
,
S
L
=
1
.
3
3

石張護岸　L=3.2m

NO
.1
1+
16
.3

NO
.1
1+
19
.7

0.65 0.85

石張護岸　L=1.5m

NO
.1
2+
3.
3

NO
.1
2+
1.
7

DL=450.00

200

1:
1.
2

SL

400

石張(自然石)

(
0
.
5
0
～

1
.
0
0
m
)

H
≦

1
.
5
m

水路の製品底

DL=454.00

3号重力式擁壁

(GW4)

1/2×(0.40+0.835)×0.87×10.0m3コンクリート σck=18N/mm2 5.372

▽451.98

2.7 0.5

▽451.21

H
=
0
.
8
0
,
S
L
=
1
.
2
5

H
=
1
.
0
0
,
S
L
=
1
.
5
6

▽452.01

▽451.99

3号重力式擁壁　L=5.8m

NO
.0
+2
.7

NO
.0
+8
.5

6.5

2号重力式擁壁　L=6.5m

NO
.1
6+
7.
3

NO
.1
6+
7.
8

2.1 2.5 1.2

重力式擁壁

ｈ 1/2 Ａ
距離

6.5

1.81 － －

2.33 2.070 13.46

2号重力式擁壁 平均高計算(展開図より)

NO.16+7.3

NO.16+7.8

0.0

1:0.6

100 1642 100

1842

400

コンクリート
σck=18N/mm2

2
0
0

H
=
1
.
8
1
～

2
.
3
3
m

平
均

H
=
2
.
0
7
m

断 面 図
S=1:30

5
0
0

計

平均高 Ｈ=13.46÷6.5=2.07m

13.466.5

断 面 図
S=1:50

基礎砕石
C-40

起 工
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構 造 図（4）

プレキャストU型側溝

PU4-B300-H500

プレキャストU型側溝（PU4-B300-H500）

名　称 規　格 単位

m2

―〃―

数　量

10m当り数量表

敷モルタル

基礎砕石

m3

C-40
t=10cm

0.108

5.600

計　算　式

鳥取県小構造物標準設計図集参照個プレキャストU型側溝 PU4-B300-H500 5.0

1:3

―〃―

300

360

560

5
0
0

1
0
0

3
0

プレキャストU型側溝
PU4-B300-H500

基礎砕石
C-40

敷モルタル
1:3

角フリューム

FS-300

角フリューム（FS-300）

名　称 規　格 単位

m2

―〃―

数　量

10m当り数量表

敷モルタル

基礎砕石

m3

C-40
t=10cm

0.072

4.400

計　算　式

鳥取県小構造物標準設計図集参照個角フリューム FS-300 5.0

1:3

―〃―

300

240

440

3
0
0

1
0
0

3
0

基礎砕石
C-40

敷モルタル
1:3

角フリューム
FS-300

角フリューム

FS-400

角フリューム（FS-400）

名　称 規　格 単位

m2

―〃―

数　量

10m当り数量表

敷モルタル

基礎砕石

m3

C-40
t=10cm

0.096

5.200

計　算　式

鳥取県小構造物標準設計図集参照個角フリューム FS-400 5.0

1:3

―〃―

4
0
0

1
0
0

3
0

400

320

520

基礎砕石
C-40

敷モルタル
1:3

角フリューム
FS-400

1号側溝

1号側溝（B300×H300）

名　称 規　格 単位 数　量

10m当り数量表

計　算　式

m2

敷モルタル

基礎砕石

m3

C-40
t=10cm

0.102

5.400

個側溝蓋版 T-25,B300用
L=1.0m 10.0

10.0/2.0個プレキャスト側溝 5.0

1:3 0.34×0.03×10.0

0.54×10.0

10.0/1.0

B300×H300

基礎砕石
C-40

340

540

1
0
0

3
0

300

3
0
0

プレキャスト側溝
B300×H300

敷モルタル
1:3

側溝蓋版
T-25,B300用

B300×H300
L=2.0m

1号横断側溝

1号横断側溝（B300×H300）

名　称 規　格 単位 数　量

10m当り数量表

計　算　式

m2

敷モルタル

基礎砕石

m3

C-40
t=10cm

0.068

5.400

個 10.0

10.0/2.0個横断側溝 5.0

1:3 0.34×0.02×10.0

0.54×10.0

10.0/1.0

B300×H300

m3 0.540σck=18N/mm2 0.54×0.10×10.0基礎コンクリート

基礎型枠 m2 2.0000.10×2×10.0

側溝蓋版 横断用,B300用
L=1.0m

基礎砕石
C-40

1
0
0

2
0

340

540

1
0
0

300

3
0
0

敷モルタル
1:3

基礎コンクリート
σck=18N/mm2

横断側溝
B300×H300

側溝蓋版
横断用,B300用

B300×H300
L=2.0m

2号横断側溝

B300×H500

2号横断側溝（B300×H500）

名　称 規　格 単位

m2

数　量

10m当り数量表

敷モルタル

基礎砕石

m3

C-40
t=10cm

0.108

5.600

計　算　式

個グレーチング蓋 横断用,B300用
L=1.0m 10.0

10.0/2.0個横断側溝 B300×H500
L=2.0m 5.0

1:3

360

560

5
0
0

1
0
0

3
0

グレーチング蓋
横断用

横断側溝
B300×H500

基礎砕石
C-40

敷モルタル
1:3

300

0.36×0.03×10.0

0.56×10.0

10.0/1.0

※使用する製品は、除雪作業に支障のないスリットタイプであり、
　除雪作業による破損時に蓋版のみの取替にて復旧が可能な製品とすること。

※使用する製品は、除雪作業に支障のないスリットタイプであり、
　除雪作業による破損時に蓋版のみの取替にて復旧が可能な製品とすること。 起 工
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構 造 図（5）

▽453.75 ▽453.73

▽453.02

▽453.11

h
=
0
.
6
4

h
=
0
.
7
0

h
=
0
.
7
1

インバートコンクリート

ｔ 1/2 Ａ
距離

11.7

0.12 － －

0.06 0.090 1.05

自由勾配側溝(FSC-B400) 平均厚計算(展開図より)

計

平均厚 ｔ=1.09÷12.4=0.09m

1.0912.4

NO.8+8.3

NO.9

0.0

0.7 0.05 0.055 0.04NO.9+0.7

基礎砕石
C-40

自由勾配側溝(FSC-B400)

名　称 規　格 単位

m2

0.40×0.09×10.0

数　量

10m当り数量表

インバートコンクリート

基礎砕石

本自由勾配側溝

m3

5.0

C-40
t=10cm

0.360

8.300

計　算　式

型　　枠 m2 2.000

m3基礎コンクリート σck=18N/mm2 0.730

σck=18N/mm2

横断用
B400-H600 鳥取県小構造物標準設計図集参照

―〃―

鳥取県小構造物標準設計図集参照

―〃―

400

630

730

830

50

50

1
0
0 1
0
0平

均
t
=9
0

h

H
+
1
6
0

1
2
5

5
0

インバートコンクリート
σck=18N/mm2

自由勾配側溝
B400(横断用)

基礎コンクリート
σck=18N/mm2

グレーチング蓋
B400-L1000(横断用)

枚グレーチング蓋 横断用
B400-L1000 5.010.0/2.0

H600

DL=452.00

断 面 図
S=1:20

自由勾配側溝

FSC-B400

▽453.03

0.73%

t
=
0
.
0
5

t
=
0
.
1
2

t
=
0
.
0
6

ヒューム管

CP1-RC1-D200

ヒューム管（CP1-RC1-D200）

名　称 規　格 単位

―〃―

数　量

10m当り数量表

m3 0.509

2.800

計　算　式

鳥取県小構造物標準設計図集参照本RC管 1種,D200 5.0

S=1:10

―〃―

基礎砕石
C-40

100 400 100

600

90°

型　　枠

コンクリート σck=18N/mm2

m2

m2基礎砕石 C-40
t=15cm 6.000―〃―

コンクリート
σck=18N/mm2

RC管
1種,D200

ヒューム管

CP1-RC1-D500

ヒューム管（CP1-RC1-D500）

名　称 規　格 単位

―〃―

数　量

10m当り数量表

m3 1.298

4.800

計　算　式

鳥取県小構造物標準設計図集参照本RC管 1種,D500 4.1

S=1:10

―〃―

基礎砕石
C-40

42

φ500

42

100 650 100

850

1
5
0

1
5
0

2
4
0

8
8
4

90°

型　　枠

コンクリート σck=18N/mm2

m2

m2基礎砕石 C-40
t=15cm 8.500―〃―

コンクリート
σck=18N/mm2

RC管
1種,D500

1
0
0

15
0

1
4
0 5
0
4

27
φ200

27

NO
.8
+8
.3

NO
.9
+0
.7

NO
.9

自由勾配側溝(FSC-B400) L=12.4m

0.7

B400-H600
L=12.4m

11.7

2000 200014006000 1000

展開図（参考図）
SH=1:100

SV=1: 20

起 工
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構 造 図（6）

1号街渠桝

B800-L1000-H900

1
3
0
0

5
0

5
0

1
2
0
0

1
2
0
0

2
0
0

2
0
0

8
0
0

50 1400 50

1500

1
5
0

9
0
0

50 1400 50

1500

200 1000 200

1400

1
5
0

1
0
5
0

基礎砕石
C-40

3
0
0

3
0
0

50
0

640

3
0
0

コンクリート
σck=18N/mm2

200 1000 200

1400

4
0
0

2
4
0

5
0
0

410

640

600

400

グレーチング蓋
T-25

1号集水桝

B500-L500-H800

9
0
0

5
0

5
0

8
0
0

8
0
0

1
5
0

1
5
0

5
0
0

150 500 150

800

50 800 50

900

5
0
0

1
5
0

8
0
0

50 800 50

900

150 500 150

800

1
5
0

9
5
0

コンクリート
σck=18N/mm2

基礎砕石
C-40

3
0
0

3
0
0

5
0
0

1
7
5

φ200

φ20
0

3号集水桝

B600-L600-H600

4
0
0

1
0
0
0

5
0

5
0

9
0
0

9
0
0

1
5
0

1
5
0

6
0
0

150 600 150

900

50 900 50

1000

4
0
0

1
5
0

6
0
0

50 900 50

1000

150 600 150

900

1
5
0

7
5
0

コンクリート
σck=18N/mm2

基礎砕石
C-40

390

3
0
0

2
0
0

390

2号集水桝（B600-L600-H600）

名　称 規　格 単位

m2

(0.90+0.60)×0.75×4

1.00×1.00

数　量

1箇所当り数量表

型　　枠

基礎砕石

m2

C-40
t=15cm

4.500

1.000

計　算　式

1号街渠桝（B800-L1000-H900）

名　称 規　格 単位

m2

(1.20+0.80+1.40+1.00)×1.05×2

1.30×1.50

数　量

1箇所当り数量表

型　　枠

基礎砕石

1.20×1.40×1.05-0.80×1.00×0.90
-(0.30×0.50+0.64×0.50+0.41×0.40)
×0.20

m3コンクリート σck=18N/mm2

m2

0.917

C-40
t=15cm

9.240

1.950

計　算　式

枚グレーチング蓋 T-25
B800-L1000 1.000

1号集水桝（B500-L500-H800）

名　称 規　格 単位

m2

(0.80+0.50)×0.95×4

0.90×0.90

数　量

1箇所当り数量表

型　　枠

基礎砕石

m2

C-40
t=15cm

4.940

0.810

計　算　式

0.80×0.80×0.95-0.50×0.50×0.80
-0.30×0.50×2×0.15

m3コンクリート σck=18N/mm2 0.363

400

600

基礎砕石
C-40

3
0
0

1
0
0 3
0 敷モルタル
1:3

5
8
0

側溝
桝,B300

300

2号街渠桝

2号街渠桝（B300）

名　称 規　格 単位 数　量

10m当り数量表

計　算　式

m2

敷モルタル

基礎砕石

m3

C-40
t=10cm

0.120

6.000

個側溝蓋 桝用,B300用
L=1.0m 10.0

10.0/1.0個側溝 桝,B300
L=1.0m 10.0

1:3 0.40×0.03×10.0

0.60×10.0

10.0/1.0

B300

側溝蓋
桝用,B300用

基礎砕石
C-40

3
0
0

5
8
0

敷モルタル
1:3

1
0
0 3
0

1000 側溝蓋
桝用,B300用

側溝
桝,B300

6
6
03
0
0

m3樋板 380×500×30 0.0060.38×0.50×0.03

樋板
490×400×30

樋板
380×500×30

m3樋板 490×400×30 0.0060.49×0.40×0.03

410

300

0.90×0.90×0.75-0.60×0.60×0.60
-{1/2×(0.39+0.30)×0.30+0.40×0.40}
×0.15

m3コンクリート σck=18N/mm2 0.352

2
2
0

4
9
0

2
5
0

B600-L600-H800

4
0
0

3
0
0

1
0
0
0

5
0

5
0

9
0
0

9
0
0

1
5
0

1
5
0

6
0
0

150 600 150

900

50 900 50

1000

4
0
05
9
5

1
5
0

8
0
0

50 900 50

1000

150 600 150

900

1
5
0

95
0

コンクリート
σck=18N/mm2

基礎砕石
C-40

20
5

3号集水桝（B600-L600-H800）

名　称 規　格 単位

m2

(0.90+0.60)×0.95×4

1.00×1.00

数　量

1箇所当り数量表

型　　枠

基礎砕石

0.90×0.90×0.95-0.60×0.60×0.80
-(0.30×0.595+0.40×0.40)×0.15

m3コンクリート σck=18N/mm2

m2

0.431

C-40
t=15cm

5.700

1.000

計　算　式

2号集水桝

グレーチング蓋
T-2,細目

枚グレーチング蓋 T-2,細目
B500-L500 1.000

2
0
5

※使用する製品は、1号側溝および1号横断側溝と接続可能な製品とすること。

起 工
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5号集水桝

B600-L600-H900

4
0
0

40
0

1
0
0
0

5
0

5
0

9
0
0

9
0
0

1
5
0

1
5
0

6
0
0

150 600 150

900

50 900 50

1000

4
0
0

4
0
0

1
5
0

9
0
0

50 900 50

1000

150 600 150

900

1
5
0

1
0
5
0

コンクリート
σck=18N/mm2

基礎砕石
C-40

4
1
0

18
0

6号集水桝

B800-L700-H800

1
2
0
0

5
0

5
0

1
1
0
0

1
1
0
0

1
5
0

1
5
0

8
0
0

50 1000 50

1100

1
5
0

8
0
0

50 1000 50

1100

150 700 150

1000

1
5
0

9
5
0

コンクリート
σck=18N/mm2

基礎砕石
C-40

1
5
0

150 700 150

1000

4
0
0

4
0
0

4
2

4
2

φ
5
00

φ
5
84

4
2

4
2

φ
5
0
0

φ
5
8
4

B800-L700-H900
1200

5050 1100

1100

150150 800

5
0

1
0
0
0

5
0

1
1
0
0

1
5
0

9
0
0

50 1100 50

1200

150 800 150

1100

1
5
0

1
0
5
0

コンクリート
σck=18N/mm2

基礎砕石
C-40

2
4
0

1
5
0

7
0
0

1
5
0

1
0
0
0

4242 φ500

φ584

390

4号集水桝（B600-L600-H900）

名　称 規　格 単位

m2

(0.90+0.60)×1.05×4

1.00×1.00

数　量

1箇所当り数量表

型　　枠

基礎砕石

0.90×0.90×1.05-0.60×0.60×0.90
-(0.41×0.40+0.40×0.40)×0.15

m3コンクリート σck=18N/mm2

m2

0.478

C-40
t=15cm

6.300

1.000

計　算　式

5号集水桝（B800-L700-H800）

名　称 規　格 単位

m2

(1.10+0.80+1.00+0.70)×0.95×2

1.20×1.10

数　量

1箇所当り数量表

型　　枠

基礎砕石

1.10×1.00×0.95-0.80×0.70×0.80
-(0.40×0.40+1/4×0.584×0.584×π)
×0.15

m3コンクリート σck=18N/mm2

m2

0.533

C-40
t=15cm

6.840

1.320

計　算　式

6号集水桝（B800-L700-H900）

名　称 規　格 単位

m2

(1.10+0.80+1.00+0.70)×1.05×2

1.20×1.10

数　量

1箇所当り数量表

型　　枠

基礎砕石

1.10×1.00×1.05-0.80×0.70×0.90
-{1/2×(0.39+0.30)×0.30+1/4×0.584
×0.584×π}×0.15

m3コンクリート σck=18N/mm2

m2

0.595

C-40
t=15cm

7.560

1.320

計　算　式

390

300

3
0
0φ

50
0

4号集水桝

起 工
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角落し(参考図)

H600

角落し（H600）

名　称 規　格 単位 数　量

1箇所当り数量表

計　算　式

個角落し H600 1.0

S=1:10

正 面 図

平 面 図

側 面 図

塩ビ管

φ150

塩ビ管（φ150）

名　称 規　格 単位 数　量

10m当り数量表

計　算　式

m塩ビ管 φ150 10.0

S=1:10

φ150

200

5
0

5
5
0

50 300 50

400

5
0

5
5
0

6
0
0 φ200

φ180

1
8
0

2
0
0

2
0
0

400

m3樋板 330×550×20 0.0040.33×0.55×0.02

樋板
330×550×20

構 造 図（8）

1800

1900

基礎砕石
C-40

現場打ちU型水路

B1200-H1200

現場打ちU型水路（B1200-H1200）

名　称 規　格 単位 数　量

10m当り数量表

m3 12.600

60.000

計　算　式

S=1:20

型　　枠

コンクリート σck=18N/mm2

m2

m2基礎砕石 C-40
t=20cm 19.000

2
0
0

1200

1
2
0
0

1
5
0
0

(1.80×1.50-1.20×1.20)×10.0

1.50×4×10.0

1.90×10.0

コンクリート
σck=18N/mm2

小口止工

小口止工

名　称 規　格 単位 数　量計　算　式

S=1:20

1箇所当り数量表

コンクリート
σck=18N/mm2

400 400 400

620 1200 1280

3100

3
0
0

4
0
0

8
0
0

15
0
0

15
0
0

300

(3.10×1.50-1.20×0.80-0.40×0.40)
×0.30

m3コンクリート σck=18N/mm2 1.059

(3.10×1.50-1.20×0.80-0.40×0.40)
×2+0.30×1.50×2

m2型　　枠 7.960

m2 0.180目地材 t=10mm 0.30×0.30×2

目地材
t=10mm

300300

3
0
0

50 50

350 1200 350

1900

3
5
0

6
4
0

9
9
0

3
5
0

1
2
0
0

35
0

吐口工

名　称 規　格 単位 数　量

1箇所当り数量表

計　算　式

1/2×(0.20+0.96)×0.64×0.35×2
+1/2×(0.96+1.375)×0.35×1.90

m3コンクリート σck=18N/mm2 1.036

200

960

200

960

1375

1375

(1:1.2)

3
5
0

6
4
0

9
9
0

1.90×0.99-1.20×0.64+1/2×(0.20
+1.375)×0.99×4+1.90×1.562×0.99
-1.20×1.562×0.64

m2型　　枠 5.970

吐口工

平 面 図

正 面 図 側 面 図

S=1:30

415

415

起 工
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構 造 図（9）

転落防止柵(H=1100)

名　称 規　格 単位 数　量

10m当り数量表

m
歩行者自転車用
転落防止柵

プレキャストコンク
リートブロック建込

10.0

計　算　式

10.0/3.0個
プレキャストコン
クリートブロック

300×300×450 3.333

m2 0.35×0.40×10.0/3.0基礎砕石 C-40
t=10cm 0.467

1
0
0

4
5
0

1
1
0
0

□300

350×400

プレキャストコンクリートブロック
300×300×450

基礎砕石
C-40

歩行者自転車用転落防止柵
プレキャストコンクリートブロック建込

転落防止柵

H=1100
S=1:20

400

1000100

1
0
0 1
0
02
0 8
0

4
0
0

基礎砕石
C-40

基礎コンクリート
σck=18N/mm2

敷モルタル
1:3

プレキャスト防護柵基礎

Gp-B-2B

1号プレキャスト防護柵基礎
S=1:20

1号プレキャスト防護柵基礎（BGR4-H400,非直上）

名　称 規　格 単位

m2

数　量

10m当り数量表

敷モルタル

基礎砕石

m3

C-40
t=10cm

0.200

11.000

計　算　式

10.0/2.0個プレキャスト
防護柵基礎 L=2000 5.0

1:3 1.00×0.02×10.0

1.10×10.0

m3基礎コンクリート σck=18N/mm2 1.100

m2基礎型枠 1.0000.10×10.0

BGR4-H400,非直上

1100

1.10×0.10×10.0

2号プレキャスト防護柵基礎
S=1:20

BGR4-H700,直上

400

100 1500

1
0
0 1
0
02
0 1
0
0

7
0
0

基礎砕石
C-40

3号プレキャスト防護柵基礎（BGR4）

名　称 規　格 単位

m2

数　量

10m当り数量表

敷モルタル

基礎砕石

m3

C-40
t=10cm

0.260

計　算　式

10.0/2.0個プレキャスト
防護柵基礎 L=2000 5.0

1:3 1.30×0.02×10.0

m3基礎コンクリート σck=18N/mm2 1.400

m2基礎型枠 1.0000.10×10.0

緩衝ゴム m2 1.500t=10mm,B=150mm 0.15×10.0

発泡スチロール m3 0.100t=50mm,B=200mm 0.05×0.20×10.0

プレキャスト防護柵基礎

基礎コンクリート
σck=18N/mm2

緩衝ゴム
t=10mm,B=150mm

発泡スチロール
t=50mm,B=200mm

敷モルタル
1:3

Gp-B-2B

1300

1400

1.40×0.10×10.0

14.0001.40×10.0

基礎砕石
C-40

130 20 180 20 300

i=1/10

1
3
0

1
0
0

2
0
0

1
0
0
2
0

3
0
0

650

700

基礎砕石
C-40

650

700

130 20 180 20 300

i=1/10

1
3
0

1
0
0
2
0

1
0
0
2
0

1
2
0

歩車道境界ブロック（BSC1P）

名　称 規　格 単位

m2

―〃―

数　量

10m当り数量表

敷モルタル

基礎砕石

m3

C-40
t=10cm

0.130

7.000

計　算　式

鳥取県小構造物標準設計図集参照個境界ブロック 一体型 L=2000 5.0

1:3

―〃―

歩車道境界ブロック

BSC1P
S=1:10

一体型

乗入用
一体型

歩車道境界ブロック（乗入用,一体型）

名　称 規　格 単位

m2

数　量

10m当り数量表

敷モルタル

基礎砕石

m3

C-40
t=10cm

0.130

7.000

計　算　式

10.0/2.0個境界ブロック 乗入用,一体型
L=2000 5.0

1:3

歩車道境界ブロック

乗入用（一体型）
S=1:10

0.65×0.02×10.0

0.70×10.0

基礎砕石
C-40

650

700

2
5
0

2
5
0

1
0
0

4
2
0

i=1/10

125

25 180 20

300

6
0

1
0
0

歩車道境界ブロック（BSC1）

名　称 規　格 単位

m2

数　量

10m当り数量表

敷モルタル

基礎砕石

m3

C-40
t=10cm

0.025

7.000

計　算　式

10.0/0.605個境界ブロック D種 L=600 16.5

1:3

歩車道境界ブロック

BSC1
S=1:10

D種
180×250×350×600

(0.17+0.25)×10.0型　　枠

{0.65×0.17+1/2×(0.22+0.225)×0.05
+1/2×(0.05+0.08)×0.30-1/2×(0.22
+0.25)×0.15-0.25×0.01}×10.0

m3コンクリート σck=18N/mm2

m2

1.034

4.200

2
2
0

225

0.25×0.01×10.0

0.70×10.0

敷モルタル
1:3

敷モルタル
1:3

敷モルタル
1:3

歩車道境界ブロック（乗入用）

名　称 規　格 単位

m2

数　量

10m当り数量表

基礎砕石 C-40
t=10cm 7.000

計　算　式

個境界ブロック 乗入用 L=600

歩車道境界ブロック

乗入用
S=1:10

0.70×10.0

基礎砕石
C-40

650

700

2
0
0

5
0

1
0
0

1
7
0

i=1/10

160 300

6
0 1
05
0

乗入用
L=600

190

敷モルタル
1:3

敷モルタル m31:3

2
0
0

10.0/0.605 16.5

型　　枠 m2

250

1
0

{0.16×0.12+0.30×1/2×(0.17+0.20)
+0.19×0.06}×10.0

m3コンクリート σck=18N/mm2 0.861

(0.12+0.20)×10.0 3.200

0.0190.19×0.01×10.0

190

5
0

※歩道整備済区間は歩道の高さが車道より低いため
　歩道側を5cm下げる目的でD種を使用している。

※歩道整備済区間は歩道の高さが車道より低いため
　歩道側を5cm下げる目的で乗入用を逆向きとしている。

起 工
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構 造 図（10）

1
5
07
0

100500

1000

70

1:1.5

水路兼用路肩保護コンクリート

WP1
S=1:20

水路兼用路肩保護コンクリート（WP1）

名　称 規　格 単位

個

数　量

10m当り数量表

路肩ブロック L=495

0.700

20.0

計　算　式

0.980m3コンクリート σck=18N/mm2

m2

型　　枠 m2

0.245目地材 t=10mm

―〃―

鳥取県小構造物標準設計図集参照

―〃―

―〃―

路肩保護コンクリート

PS1

路肩保護コンクリート（PS1）

名　称 規　格 単位 数　量

10m当り数量表

0.700

計　算　式

1.050m3コンクリート σck=18N/mm2

m2

型　　枠 m2

0.263目地材 t=10mm

―〃―

鳥取県小構造物標準設計図集参照

―〃―

S=1:20

500

1000

70

1:1.5

路肩ブロック

コンクリート
σck=18N/mm2

コンクリート
σck=18N/mm2

7
0

コンクリート
σck=18N/mm2

張コンクリート（t=7㎝）

名　称 規　格 単位 数　量

10m2当り数量表

0.070

計　算　式

10.0×0.07 0.700

張コンクリート
S=1:10

10.0×0.07/10.0

m3コンクリート σck=18N/mm2

m2目地材 t=10mm

σck=18N/mm2

7
0

コンクリート

小型標識

案内標識
チェーン着脱場

STK400
φ89.1×3.2t

S=1:30

（参考図）

案内標識(チェーン着脱場)

名　称 規　格 単位 数　量

1箇所当り数量表

計　算　式

m2 0.60×0.60基礎砕石 C-40
t=15cm 0.360

基礎コンクリート σck=18N/mm2

m支　　柱 STK400
φ89.1×3.2t 3.000

m3 0.40×0.40×1.00 0.160

m2基礎型枠 1.6000.40×1.00×4

枚標識板 B700×H1850 1.000

単柱式

3
0
0

1
8
0
0

9
0
0

3
0
00

400

600

100 100

1
5
0

※
1
0
0
0

1
8
5
0

※基礎が舗装面に埋設されることを想定し
　基礎の高さを70％低減している。
　舗装面に埋設しない場合は1400とすること。

700 標識板(案内標識)
標識倍率：1.0

起 工



国道1 8 3号 (新屋工区)

図　　名 全 葉の内

鳥 取 県

図　　名

縮　　尺 単　　位

位　　置

Ｍ

路 線 名

日野郡日南町新屋

西部総合事務所日野振興センター日野県土整備局

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄL型擁壁展開図(参考図)

国道183号（新屋工区）歩道設置工事
（2工区）（交付金交安）（国補正）

令和　6　年度施行

2327

根入れの条件

根入れ深さ

DL=445.00

▽450.52

▽448.92

▽451.07▽451.08

2
4
0
0

2
3
0
0 1
8
0
0

1
7
0
0

1
6
0
0

▽449.01

▽448.51

▽449.02

▽448.92

▽449.03

▽448.93

▽448.99

▽450.62
▽450.73

▽448.54

▽448.44

▽450.84

▽450.81

▽450.79

▽448.61

▽451.01

水路の製品底

h
=
3
0
3
m
m

h
=
5
0
4
m
m

h
=
5
2
2
m
m

h
=
6
4
0
m
m

根入れの条件

根入れ深さ

DL=445.00

▽449.81▽449.88

▽449.87

1
2
0
0

▽452.71

▽452.42 ▽452.34

▽452.04

▽451.56

▽452.86

3
2
5
0

3
0
0
0

2
9
0
0

2
8
0
0

2
7
0
0

2
6
0
0

▽451.31

2
5
0
0

2
4
0
0

2
3
0
0

2
2
0
0

2
1
0
0

水路の製品底

▽452.79

▽449.79

▽452.60
▽452.39 ▽452.25 ▽452.09

▽451.46

▽451.95
▽451.86

▽451.71
▽451.61

h
=
3
0
6
m
m

▽449.54
▽449.70

▽449.59

▽449.55

▽449.49

▽449.45 ▽449.46

▽449.36

▽449.41

▽449.31 ▽449.41

▽449.31

▽449.36

▽449.26
▽449.21

▽449.61

▽449.36
▽449.45

▽449.44

▽449.39

▽449.54

▽449.49

▽449.71

▽449.60

h
=
3
1
8
m
m

h
=
3
1
3
m
m

h
=
3
1
8
m
m

h
=
3
2
5
m
m

h
=
3
0
8
m
m

h
=
3
3
3
m
m

h
=
3
1
6
m
m

h
=
3
1
0
m
m

h
=
3
4
6
m
m

▽449.52

▽449.35

SH=1:200
SV=1: 50

左側展開図

NO.
21

NO.
22

40002500 4000150012000 20004200

31000

800 19700 10500

プレキャストL型擁壁 L=31.0m

1000
2@2000=4000 6@2000=12000 2000 2@2000=4000 2@2000=4000 2@2000=4000

H-1200 H-2400 H-2300 H-1800 H-1700 H-1600

現地盤面-50㎝以上 水路の製品底-30㎝以上 現地盤面-50㎝以上

NO
.2
0+
19
.2

NO.
22
+1
0.
6

NO.
17

NO.
18

NO.
19

NO.
20

6000 6200 7800 12400 1600 3200 4800 8000 2400 3600 4000 6000 4000 2200 3800 6000

82000

12200 20200 4800 15200 19800 9800

7@2000=14000 7@2000=14000 4@2000=8000 4@2000=8000 3@2000=6000 2@2000=4000 3@2000=6000 2@2000=4000 3@2000=6000 3@2000=6000

プレキャストL型擁壁 L=82.0m

水路の製品底-30㎝以上

H-3250 H-3000 H-2900 H-2800 H-2700 H-2600 H-2500 H-2400 H-2300 H-2200 H-2100

NO.
16
+8
.1

NO.
18
+4
.7
93

NO.
20
+1
0.
0

3@2000=6000

1900

1850

b1B

寸法表

1700

1650

h規格H

2200

2300

2400

2500

2600

2700

2800

2900

3000

3250

S=1:20

プレキャストL型擁壁

2100

地盤反力(常時:安全率3倍)

地盤反力一覧表

92.70 × 3 ≒ 278

101.32 × 3 ≒ 304

97.01 × 3 ≒ 291

105.65 × 3 ≒ 317

112.84 × 3 ≒ 339

108.58 × 3 ≒ 326

121.38 × 3 ≒ 364

135.54 × 3 ≒ 407

125.66 × 3 ≒ 377

規格H

H2200

H2300
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H2600
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100

プレキャストL型擁壁 10m当り数量表

名　　称 規　　格 単位 数　　量計　算　式

Ｌ型擁壁 個

基礎砕石 2m
C-40

t=20cm

5.000

基礎型枠 m2

基礎コンクリート m3
σck=18N/mm

2

敷モルタル m3
1:3

H2400

H2400,L2000

Ｌ型擁壁 個

基礎砕石 2m
C-40

t=20cm

5.000

基礎型枠 m2

基礎コンクリート m3
σck=18N/mm

2

敷モルタル m3
1:3

H2500

H2500,L2000

Ｌ型擁壁 個

基礎砕石 2m
C-40

t=20cm

5.000

基礎型枠 m2

基礎コンクリート m3
σck=18N/mm

2

敷モルタル m3
1:3

H2600

H2600,L2000

Ｌ型擁壁 個

基礎砕石 2m 18.500
C-40

t=20cm

5.000

基礎型枠 m2 3.000

基礎コンクリート m3
σck=18N/mm 2.7752

敷モルタル m3
1:3 0.330

H2300

H2300,L2000

Ｌ型擁壁 個

基礎砕石 2m 18.000
C-40

t=20cm

5.000

基礎型枠 m2 3.000

基礎コンクリート m3
σck=18N/mm 2.7002

敷モルタル m3
1:3 0.320

H2200

H2200,L2000 10.0/2.0

10.0/2.0

鳥取県小構造物標準設計図集参照

－　〃　－

10.0/2.0

10.0/2.0

10.0/2.0Ｌ型擁壁 個

基礎砕石 2m 17.500
C-40

t=20cm

5.000

基礎型枠 m2 3.000

基礎コンクリート m3
σck=18N/mm 2.6252

敷モルタル m3
1:3 0.310

H2100

H2100,L2000 10.0/2.0

－　〃　－

－　〃　－ 19.000

3.000

2.850

0.340

鳥取県小構造物標準設計図集参照

－　〃　－

－　〃　－

－　〃　－

20.500

3.000

3.075

0.370

19.500

3.000

2.925

0.350

鳥取県小構造物標準設計図集参照

－　〃　－

－　〃　－

－　〃　－

鳥取県小構造物標準設計図集参照

－　〃　－

－　〃　－

－　〃　－

Ｌ型擁壁

プレキャストL型擁壁 10m当り数量表

名　　称 規　　格 単位 数　　量計　算　式

個

基礎砕石 2m
C-40

t=20cm

5.000

基礎型枠 m2

基礎コンクリート m3
σck=18N/mm

2

敷モルタル m3
1:3

H1800

H1800,L2000

Ｌ型擁壁 個

基礎砕石 2m 15.000
C-40

t=20cm

5.000

基礎型枠 m2 2.000

基礎コンクリート m3
σck=18N/mm 1.5002

敷モルタル m3
1:3 0.260

H1700

H1700,L2000

Ｌ型擁壁 個

基礎砕石 2m 14.500
C-40

t=20cm

5.000

基礎型枠 m2 2.000

基礎コンクリート m3
σck=18N/mm 1.4502

敷モルタル m3
1:3 0.250

H1600

H1600,L2000 10.0/2.0

10.0/2.0

鳥取県小構造物標準設計図集参照

－　〃　－

10.0/2.0

Ｌ型擁壁 個

基礎砕石 2m 12.000
C-40

t=20cm

5.000

基礎型枠 m2 2.000

基礎コンクリート m3
σck=18N/mm 1.2002

敷モルタル m3
1:3 0.200

H1200

10.0/2.0

－　〃　－

－　〃　－ 15.500

2.000

1.550

0.270

鳥取県小構造物標準設計図集参照

－　〃　－

－　〃　－

－　〃　－

鳥取県小構造物標準設計図集参照

－　〃　－

－　〃　－

－　〃　－

Ｌ型擁壁

プレキャストL型擁壁 10m当り数量表

名　　称 規　　格 単位 数　　量計　算　式

個

基礎砕石 2m
C-40

t=20cm

基礎型枠 m2

基礎コンクリート m3
σck=18N/mm

2

敷モルタル m3
1:3

Ｌ型擁壁 個

基礎砕石 2m
C-40

t=20cm

5.000

基礎型枠 m2

基礎コンクリート m3
σck=18N/mm

2

敷モルタル m3
1:3

H2700

H2700,L2000

Ｌ型擁壁 個

基礎砕石 2m
C-40

t=20cm

5.000

基礎型枠 m2

基礎コンクリート m3
σck=18N/mm

2

敷モルタル m3
1:3

H2800

H2800,L2000

Ｌ型擁壁 個

基礎砕石 2m
C-40

t=20cm

基礎型枠 m2

基礎コンクリート m3
σck=18N/mm

2

敷モルタル m3
1:3

H2900

H2900,L2000

5.000

H3000

H3000,L2000

Ｌ型擁壁 個

基礎砕石 2m
C-40

t=20cm

5.000

基礎型枠 m2

基礎コンクリート m3
σck=18N/mm

2

敷モルタル m3
1:3
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10.0/2.0

10.0/2.0

10.0/2.0

10.0/2.0
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鳥取県小構造物標準設計図集参照

－　〃　－

－　〃　－

－　〃　－

鳥取県小構造物標準設計図集参照

－　〃　－

－　〃　－

－　〃　－
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77.21 × 3 ≒ 232H1800
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52.70 × 3 ≒ 158H1200

17501550
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プレキャストL型擁壁 展開図

（参考図）
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※継手部は、無収縮モルタル等を注入して水密性に配慮する。

6
2
0

10
0

1
0
0

2
0
0

2
1
0

2
1
0

600

100 100

200

200 200

200

差筋アンカーＤ13

鉄筋Ｄ13　L=620

巻立てコンクリート

穿孔 φ19.5m L=57mm

差筋アンカーＤ13

鉄筋Ｄ13　L=620

差筋アンカーＤ13

鉄筋Ｄ13　L=600

200200
400

4
0
0

穿孔 φ19.5m L=57mm

穿孔 φ19.5m L=57mm

200200
400

差筋アンカーＤ13

鉄筋Ｄ13　L=400

6
0
0

1
0
0

1
0
0

20
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

穿孔 φ19.5m L=57mm

差筋アンカーＤ13

鉄筋Ｄ13　L=400 穿孔 φ19.5m L=57mm

鉄筋Ｄ13　L=400

鉄筋Ｄ13　L=600

巻立てコンクリート

6
2
0

1
0
0

1
0
0

2
0
0

2
1
0

21
0

差筋アンカーＤ13

鉄筋Ｄ13　L=400

巻立てコンクリート

穿孔 φ19.5m L=57mm

鉄筋Ｄ13　L=400

鉄筋Ｄ13　L=620

100 600 100

800

基礎砕石
C-40

400

4
0
0

1
5
0
1
0
02
0 敷モルタル

1:3

基礎コンクリート
σck=18N/mm2

ボックスカルバート
RC B400-H400

プレキャストボックスカルバート
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プレキャストボックスカルバート（B400-H400）

名　称 規　格 単位

m2

数　量

1箇所当り数量表

敷モルタル

基礎砕石

m3

C-40
t=15cm

0.032

2.160

計　算　式

本ボックス
カルバート B400-H400 2.0

1:3 0.60×0.02×2.70

0.80×2.70

m3基礎コンクリート σck=18N/mm2 0.216

m2基礎型枠 0.5400.10×2.70×2

B400-H400

0.80×0.10×2.70

本
　
体
　
部

巻立て型枠 m2 0.984

巻立てコンクリート 0.163

(0.80+0.40)×0.20+(0.20+0.40)×0.62×2
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接
　
続
　
部

m3σck=18N/mm2 0.80×0.40×0.20+0.20×0.40×0.62×2

D13 L=150mm
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断 面 図側 面 図

平 面 図

既設BOXと新規BOX　接合部(参考図)
S=1:20
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400x400

既設BOX
400x4004

0
0 新設BOX
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使途不明な管渠

＜施工時の留意事項＞
・支持地盤において、ボックスカルバートに必要な地耐力を有しているか確認を行うこと。
　　必要地盤反力=92.76×3(安全率)≒278kN/m2以上
・使途不明の管渠は抱き込み施工を予定している。
　抱き込み用のボックス開口の詳細位置は、施工時に確認すること。
　なお、施工時点で管渠復旧が不要と判断された場合は撤去が容易である。

使途不明な管渠
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図　　名

縮　　尺 単　　位
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Ｍ

路 線 名

日野郡日南町新屋

西部総合事務所日野振興センター日野県土整備局

図示

2号ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ割付参考図（1）

27 26

令和　6　年度施行

2号ボックスカルバート割付参考図（1）

適用土かぶりの範囲 0.60m～0.85m

項目 単　位 数　値

活荷重 － T-25

単位体積質量
鉄筋コンクリート kN/m3 24.5

土 kN/m3 18.0

許 コンクリートの設計基準強度 N/mm2 40.0
容 コンクリートの曲げ圧縮応力度 N/mm2 14.0
応

コンクリートのせん断応力度 N/mm2 0.27力
鉄筋引張応力度(SD295A同等以上) N/mm2 160.0度

基礎材数量表
名　　称

敷モルタル

基礎コンクリート

同上型枠

縦締め材料数量表

名　　称

PC鋼より線

合　　計

＊製品の延びとして3mm考慮する。

　なお、2次施工はNo.5から据付けを行う。

規　　格

φ12.7mm

規　　格

1:3

σck=18N/mm2

一本あたり線長

（m）

10.20

 9.60

単　位

m3

m3

m2

本数

(本)

4

4

8

数　　量

単位質量

(kg)

0.774

0.774

質量

(kg)

31.579

29.722

61.301

備　　考

定着具

アンカープレート、グリップ

8

8

16

（組）

1200x1200x2000

10

標準 6 61 5 2,3,7,8,9

3 7合 　　計

1200x1200x1500 調整 4-

製品NO.

定着部有 定着部無

本　数
合計

定着部有 定着部無
種　　別

0 1 1

規　　格

(B x H x L)

数量表

1200x1200x2000 差筋付 1 101 0 -

1200x1200x1791 短尺、両岸側壁開口350x300 1 11 0 -

圧雪荷重 kN/m2 1.0

設計条件

参考質量
(kg)

3,680

3,680

3,230

2,760

＊縦締めはPC鋼より線φ12.7mmを使用し、P=120kN/本以下で締め付けを行う。

1200x1200x1291 短尺 5-0 1 1 2,375

差筋付

標準施工断面図
S=1:30

縦締め詳細図

グラウト孔φ35

無収縮モルタル詰

縦締用PC鋼より線
φ12.7mm

アンカープレート
(75x75x14)

グリップ 12.7mm
(メスコーン)

グリップ 12.7mm
(オスコーン)

S=1:5

0.496　

4.217　

5.080　

＜施工時の留意事項＞
・支持地盤において、ボックスカルバートに必要な地耐力を有しているか確認を行うこと。
　　必要地盤反力=93.106×3(安全率)≒279kN/m2以上
・使途不明の管渠は抱き込み施工を予定している。
　抱き込み用のボックス開口の詳細位置は、施工時に確認すること。
　なお、施工時点で管渠復旧が不要と判断された場合は撤去が容易である。

F L O W

平面割付図

縦断割付図

S=1:50

S=1:50
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※注記
・寸法や鉄筋長は現地状況に合わせて変更すること
・鉄筋の純被りが75mm以上確保できるように調整すること
・既設との接続部の隙間は無収縮モルタルで充填すること
・差筋の長さ表記は突出長を示す
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プレキャストボックスカルバート（B1200-H1200）

名　称 規　格 単位 数　量

1箇所当り数量表

計　算　式

本SD345 D13
突出長L=300mm 30.0006×4+3×2

3
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300 300
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2号ボックスカルバート割付参考図（2）

差筋アンカーD13　　　　 　　　　差筋アンカーD13

差筋アンカーD13　　　

差筋アンカーD13　　　　 　　　　差筋アンカーD13

差筋アンカーD13　　　

　　　　差筋アンカー　D13＠250　　　　差筋アンカー　D13＠250

　　　　差筋アンカー　D13＠250

差筋アンカー　D13＠250　　　　

差筋アンカー
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